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第２次熊谷市総合振興計画(案)の概要 

１ 序 

(1) 計画策定の趣旨 

社会情勢及び市民生活の様式の変化を見据え、多様な市民ニーズに対応するとともに

地域の特色を生かしたまちづくりを推進し、自立性が高く持続できる魅力ある都市を目

指して、今後10年間のまちづくりの指針を示す第２次総合振興計画を策定しました。 

本計画の各政策を着実に実施することで、都市力の総合的な増強により広域圏の拠点

としての熊谷市を確立していきます。 

 

(2) 計画の構成及び期間 

ア 基本構想 

平成39年度を目標年度とし、本市の目指すべき将来像（将来都市像）を明確にす

るとともに、その実現を図るための基本方針（施策の大綱）を示したものです。 

イ 基本計画 

基本構想を実現するための計画であり、施策ごとに現状と課題、基本方針を具体

的に取りまとめたものです。社会経済環境に柔軟に対応できるように前期基本計画

（平成30年度～平成34年度）と後期基本計画（平成35年度～平成39年度）の５年間

ずつに期間を分けています。 

ウ 実施計画 

基本計画で示された施策を、財政状況や社会情勢を考慮して選択し実施する事業

計画であり、毎年度の予算編成の指針となるものです。 

 

 

(3) 社会情勢と熊谷市の現状 

・社会経済   ・人口減少社会 

・地方自治制度  ・アセットマネジメント及びコンパクトシティの推進 

・安全・安心な暮らし ・地球温暖化対策・暑さ対策 

・ラグビーワールドカップ２０１９、東京オリンピック・パラリンピックの開催  
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２ 基本構想 

(1) 目的 

基本構想は、熊谷市の現状と特性を踏まえ、次世代へ引き継ぐ将来都市像を描き、目

標を達成するために必要な基本的施策の大綱を定めて、市民と行政の協働による魅力あ

るまちづくりを推進していくことを目的とします。 

 

(2) 目標年度 

基本構想は、平成30年度（2018年）を初年度とし、平成39年度（2027年）を目標年度

とする10年間の計画とします。 

 

(3) 将来都市像 

ア 将来都市像 

本市の将来都市像を 

と定め、地域資源を生かした独自性と自立性の高い持続可能なまちづくりを進め

るとともに、子どもたちが郷土愛を育みながら健やかに育つ都市を目指します。 

 

イ 将来人口 

 

 

ウ 土地利用構想  

リーディング・プロジェクトを念頭に、既存の施設やインフラの適切な維持管理、

更新、高度化、集積を図りながら、出産・子育て支援、雇用促進、転入・定住促進

に力を入れ、将来世代に向けた魅力あるまちづくりに努めます。 

今後においては、長期的視点に立った都市機能の集積や適切な居住誘導を図ると

ともに、本市の都市拠点である熊谷駅周辺と各地域を道路網や公共交通網でネット

ワーク化する、｢多核連携型コンパクト＆ネットワークシティ｣の形成を目指します。 

また、鉄道網や道路網が充実した本市の広域ネットワークの優位性を生かし、国

内主要都市との対流が起こる都市を目指します。 

これらを踏まえ、基本構想に基づく新たな都市的土地利用を計画的に推進すると

ともに、これまでに形成された本市の都市基盤を生かし、市域を中央エリア、東部

エリア、西部エリア、南部エリア、北部エリアの五つのエリアに区分して、地域の

特色を生かした整備を目指します。 
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■将来都市像図（土地利用構想・都市構造） 
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３ 基本計画 
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